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イタリアで産出した 

ベスブ石。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

結晶は表面に条線のある 

四角柱状が多いが、両錐 

状や微粒状、塊状の集合 

体でも産する。 

、』 嵐「 
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ベスブ石 
UV1AN: lIE 

. 
男開は不明瞭で、ハン 

マーでたたくと亜貝殻 

状または不規則な断口 

を示す。 

イタリアのベスビオ 

山で発見されたこと 

にちなんで鉱物名が 

つけられた。 

方解石、灰ばんざ 

くろ石、珪灰石な 

どと共生する。 
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変成若中から多く産出 

1795年に独立種と認められたべ 

スブ石は、主に援騒菱蔵作用を受け 

た石灰岩中にできるほか、ロディン 

岩や超苦鉄質岩にともなうカルシウ 

ムの多い変成岩中から産出する。口 

本ではスカルン鉱床で多く見られる 

が、スカルン中から産するベスブ石 

のなかにはざくろ石と似ているもの 

があるため、注意深い観察が必要。 

なお、ベスブ石の結晶は白色また 

は薄い緑色のものが多いが、暗緑色 

や褐色、灰色などでも生成し、ひす 

いに似た緑色で塊状のものは「カリ 

フォルナイト」、微量に銅を含む淡 

い青色のものは「シプリン」という 

別名を持つ。また、かつては「アイ 

ドクレース」とも呼ばれていたが、 

国際鉱物学連合によって、先に登録 

された英名の「ベスビアナイト」が 

優先権を認められた。 

主な産地 

イタリァ ” 

フィンランドFlH

▲黒色で産出したベス 

ブ石。イタリア産。 

さまざまな微量成分 

基本的に金属元素力ルシウムとアルミニウムのケイ酸塩鉱 

物であるベスブ石は、そのほかにマグネシウムや鉄などのさ 

まざまな微量成分を含んでいる。また、ケイ素の一部がアル 

ミニウムに置換したりフッ素を少量含んでいるものもあり、 

産地によってはアンチモン、ホウ素、セリウム、ネオジム、 

マンガン、亜鉛、鉛などを含有するものもある。 

力ナダH 

幸が の けん ニ 車 し こうざん 

長野県の甲武信鉱山 

「ci 瑠宝県の萩交鉱山 
などで産する。 

スイスロ 

メイン州やニ」ー 

ジャージー州など 

で産する。 

ト方解石に囲まれて生成し 

た褐色のベスブ石。 


